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　はじめに

　「浦幌の自然を楽しむ会」による浦幌町でのウチダ

ザリガニ駆除は、2015 年から 3 年を経過した。

2017 年 7 月 30 日の「ウチダザリガニバスターズ」

には小学生 9 人と保護者 5 人が参加した。北海道ウ

チダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表からウ

チダザリガニの説明を受けオベトン川で捕獲体験、試

食を行った。

9 月 4 日には、酪農学園大学野生動物保全技術実

習を同川で行い、捕獲と計測体験が行なわれた。9 月

8 日には、浦幌小学校 2 年生 36 人のザリガニ学習に

も協力した。

調査・駆除結果

　浦幌川での駆除は、昨年の度重なる洪水で川の流れ

る位置が変わるなどの影響で、カニカゴで 7 月 27 日、

8 月 8 日の 2 回しか行えなかった。常室川は夏になっ

て渇水状態となり、常室橋付近では完全に干上がった。

　オベトン川（浦幌川支流）では、6 月 4 日〜 10 月

20 日までの間に１１回駆除した。たも網で 8 回、カ

ニカゴで 3 回である。カニカゴは今まで設置してい

なかった深みに設置し、♂ 17 匹、♀ 15 匹を捕獲した。

ここでは、たも網にあまり入らない大きな個体が捕獲

できた。

　抱卵している個体は 6 月 4 日にオベトン川で１匹

が確認された。抱卵個体は、2015 年 11 月 1 日に 2 匹、

2016 年 10 月 18 日に１匹が浦幌川で確認されてい

る。ウチダザリガニは抱卵越冬するが、浦幌でも秋（10

月中旬）から初夏（6 月上旬）が抱卵期間と思われる。

駆除の内訳は表１の通り。

捕獲数の推移

　2015 年は 111 匹、2016 年は 200 匹、2017 年は

292 匹と年々増加している（表２）。捕獲数の増加は、

2015 年は初めての駆除でカニカゴのみを使っていた

が、2016 年にたも網 7 本と中長ぐつ 3 足、17 年に

たも網 5 本と中長ぐつ 5 足を装備して河川での行動

域が拡大したことによる。また、2016 年からはウチ

ダザリガニバスターズ、酪農学園大学の野生動物保全

技術実習の実施と 2017 年の浦幌小学校 2 年生のザ

リガニ学習を行ったことが大きな要因となっている。

　性別不明の個体も増加しているが、2016 年から使

用しているたも網の網目が３㎜と狭小なことで、判別

できない小さな個体が多くなっていることによる。

全長と個体数

全長と個体数の関係をグラフに示したのが図１であ

る。2015 年は 80㎜以上が多く、最大は 120㎜以上

だが、前述の通りカニカゴのみでの捕獲であり、15

㎜の網目では小さなものは逃げたと思われる。2016

年と 2017 年はたも網での捕獲が中心となり、捕獲個

体は小さなものが増えた。

今後の調査・駆除

2017 年は、オベトン川支流でニホンザリガニの生

息が確認された。30 分ほどで 29 匹が確認され、雌

雄判別、体長、体重測定後に同じ場所に放流した。

　ウチダザリガニとの競合が心配され、今後もウチダ

ザリガニの集中した捕獲が必要と考える。

2016 年は 7 月 17 日以降、2017 年は 6 月 4 日 1

回を除いて 7 月以降の捕獲となった。このことは、
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表 1　2017 年のウチダザリガニ駆除内訳
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ウチダザリガニの孵化が終わってからの時期と考えら

れる。

ウチダザリガニの駆除は、雌が抱卵しているときに

行なうのが効率的と思われ、孵化する前の雪解け後か

らの捕獲を行いたい。

会員はそれぞれ仕事に就いていることから、駆除・

調査が大きく進められないが、少しずつでも継続して

行きたいと考えている。

おわりに

駆除活動の中心となっている「浦幌の自然を楽しむ

会」のみなさん、町立博物館の持田誠学芸員、北海道

ウチダザリガニ防除ネットワークの高橋克巳代表、齊

藤さゆりさん、「ウチダザリガニバスターズ」に参加

いただいたみなさん、野生動物保全技術実習を行った

酪農学園大学の佐藤喜和教授や学生のみなさんに心か

ら感謝申し上げる。

なお、本調査・駆除経費の多くは、浦幌町の「笑顔

輝く地域づくり支援事業」の補助金を得て行われたも

のである。
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図 1　ウチダザリガニの全長と個体数の関係

表 2　ウチダザリガニの捕獲数の推移
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図 2　ウチダザリガニバスターズで、北海道ウチダザリガニ防
除ネットワークの高橋克巳さんの説明を聞くこどもたち

図 3　ウチダザリガニバスターズでの捕獲の様子

図 4　浦幌小学校 2 年生のザリガニ学習 図 5　酪農学園大学の野生動物保全技術実習

図 6　ウチダザリガニバスターズに参加したこどもたちと会員ら
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